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１．道路行政マネジメント 

 

道路行政においては、国民の視点に立ち、より効果的、

効率的かつ透明性の高い道路行政へと転換を図るため、

平成１５年度より、国民にとっての成果を重視する成果

志向の考え方を組織全体の基本と位置づけ、アウトカム

指標を用いた業績評価の手法を中心に、政策の評価シス

テムを核とする新たな道路行政運営の仕組み（道路行政

マネジメント）を導入した（図－１）。 

なお、地域ニーズを的確に捉えた道路行政を実践す

るために、千葉県内の道路事業関係機関においても、平

成１５年度から毎年度、事業の成果を示す指標を用いて、

事前に数値目標を設定し、事後に評価を行い、それらを

「達成度報告書・業績計画書」として策定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．道路見える化計画 

 関東地方整備局では、道路行政マネジメントをより現

場レベルで展開していくことが必要であるとの認識に立

ち、施策の選択肢を国民に示し、国民と協働して、その

効用が最大、最適となる成果重視の道路行政を実践して

いるところである（図－２）。 
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この取り組みの一環として、平成１７年度より「道

路見える化計画」を進めており、課題となっている様々

なデータやそれらに基づいた解決策及び対策実施後の結

果を利用者、納税者の方々に「見える」ようにし、効率

的に道路行政を進めている（図－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．道路見える化計画の各施策 

 

 （１）交通安全見える化プラン 

特定の箇所に事故が集中する局所的な課題への対応

として、死傷事故率等のデータ、学識経験者や様々な分

野の方々で構成された「千葉県安全性向上プロジェクト

委員会」の設立、およびパブリックコメントなど県民意

見を踏まえて要対策箇所を重点化し、原因分析・解決策

①道路の課題をデータできちんと把握します。
②解決を急ぐべきところから重点的に対策します。
③道路行政をもっと分かりやすく見える化します。

図－２ 道路見える化計画のコンセプト

図－３ 道路見える化計画の取り組み 

図－１ 道路行政マネジメントの流れ 
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の立案、対策を逐次実施していくものである。 

なお、平成１７年の千葉県内の交通事故は、死者数

３０５人で全国ワースト３位、死傷事故件数は３６,６

９４件で全国ワースト９位という状況である。 

千葉県内における要対策箇所の抽出については、国

道及び県道を対象に、対策が必要な１３４の候補箇所を

抽出し、対策の緊急性や即効性等、優先かつ重点的に対

策を進める要対策３０箇所を選定した。今後、対策の実

施状況、データ分析を進め、追加すべき要対策箇所を厳

選していくこととしている（図－４、５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）渋滞見える化プラン 

特定の箇所に渋滞が集中する局所的な課題への対応

として、移動の阻害要因等に関するデータ、学識経験者

や様々な分野の方々で構成された「千葉県移動性向上プ

ロジェクト委員会」の設立、およびパブリックコメント

など県民意見を踏まえて、要対策箇所を重点化し、原因

分析・解決策の立案、対策を逐次実施していくものであ

る。 

 なお、平成１６年プローブ調査による千葉県内の渋滞

損失時間は全国ワースト７位（４万人時間/km/年）1)で、

全国平均値（２万人時間/km/年）1)の約２倍となってい

る。要対策箇所の抽出については、渋滞の激しさ、定時

性の確保の困難さ、道路構造、自然災害に対する脆弱性、

地元からの要望などの視点から暫定箇所を選定し、さら

に、他の事業との連携、安全性対策との連携、地域特性

などから、優先かつ重点的に対策を進める要対策２１箇

所を選定した。今後、対策の実施状況、データ分析を進

め、追加すべき要対策箇所を厳選していくこととしてい

る（図－６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）現場見える化プロジェクト 

 工事現場では、工事説明の看板、工事の安全施設など

が乱立し、伝えたいことが明確となっていない状況にあ

る。道路事業の最前線である工事現場において、「この

工事は何の目的で、何を改善するのか」など国民や道路

ユーザーが知りたい事を示すことにより、工事現場と国

民の垣根を取り払い、いつでも見える現場を実現し、道

路事業への国民理解を促進するものである（写真－１、

２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 路上工事看板の改善 

写真－２ 事業説明看板の改善 

センサス区間毎の１kmあたり渋滞損失時間（Ｈ１６プローブ調査）

都市部に渋滞集中

図－６ 千葉県渋滞発生状況図 

図－４ 千葉県死傷事故発生状況図 

図－５ 関東管内１都８県における死傷事故率の状況 



４．国道１６号・６号 柏地区道路見える化計画 

 

 「国道１６号・６号 柏地区道路見える化計画」は、

千葉県における渋滞見える化プランで要対策箇所の１つ

に選定されている「国道１６号 柏ＩＣ～大島田」の該

当地区であり、各種対策を集中的に対応していく先行的

事例として、平成１８年１０月より取り組んでいる。 

 国道１６号 柏ＩＣ～大島田間は、国道１６号と国道

６号が交差する呼塚交差点を中心に、慢性的な渋滞が発

生しており、その渋滞損失時間は３４万人時間/km/年に

上り、全国平均値（２万人時間/km/年）の約１７倍、千

葉県平均値（４万人時間/km/年）の約９倍となっている

状況である（図－７）。 

 当該地区の渋滞の抜本的対策としてはバイパスが計画

されており、現在、概略計画の策定に向けた検討が進め

られているところだが、今回の渋滞見える化プランを策

定した際、データによる渋滞の現状、課題があらためて

明確化され、バイパス計画に先駆け、身近な、速効性の

ある対策立案の必要性を再認識したところである。今回

の計画を進める上でのポイントとしては、適切な情報発

信に留意し、計画立案に先立ち、地元市長、警察署長お

よびマスコミ関係者と合同現地視察を行い、渋滞の現状、

その対策内容、効果などを確認した（写真－３）。 

さらに、事業着手前、バスベイ完了時に記者発表を

行うなどの情報発信に努めている（写真－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な対策内容としては、当該区間の渋滞対策及

び交通事故の削減に向けて、①バスベイ設置 ②交差点

改良 ③歩道のバリアフリー化 ④電線の地中化を計画

している。 

 

以下、バスベイ設置及び交差点改良について概要を

紹介する。 

（１）バスベイ設置（写真－５、図－８） 

 当該区間（延長７．４ｋｍ）にはバス停が２１箇所あ

り、１日（平日）１，８７０便の路線バスが運行してい

る。国道１６号で１日１０便未満のバス停を除く便数の

多い１７箇所が、バスベイ整備の対象箇所になっており、

そのうち５箇所が整備済みですが、今回はまず、用地買

収の不要な２箇所を先行的に整備した（写真－６）。さ

らに、平成１９年度に３箇所の整備に着手する予定とし

ている（表－１）。 

また、利用者には「この工事は何の目的で、何を改

善するのか」「いつ完成するのか」を伝えるため、わか

りやすい事業説明看板を設置した。（写真－６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 現地調査状況 

写真－４ 左：東京新聞（平成１８年１０月９日） 

     右：千葉日報（平成１９年４月８日） 

図－７ 国道１６号及び国道６号の渋滞による損失時間の大きさ 
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 バスベイ設置の整備効果を試算した結果、当該区

間を走行する路線バスが道路上に停車することにより、

１日約４，０００台の車が交通阻害の影響を受けている。

これは、国道１６号を通行する台数の約１割に相当し、

バスベイの設置により、交通阻害の影響が軽減され、渋

滞緩和が図れると見込んでいる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）交差点改良（写真－７、図－９） 
 国道１６号柏地区における交差点では、主要渋滞ポイ

ントを含む６箇所が整備対象箇所になっており、そのう

ち主要路線である国道６号との交差部である呼塚交差点

を除き５箇所が整備済みとなっている。工事に先立ち、

呼塚交差点付近において工事の支障となる埋設物や照明、

信号等の現況調査を実施し、平成１９年度に工事着手予

定となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
まず、短期的な渋滞対策として、左折車による直進

車への交通阻害の影響を軽減するため、左折専用車線の

設置を検討した。交通量調査を用いたシミュレーション

結果より整備効果を試算したところ、左折専用車線の設

置によりピーク時の交差点を通過する速度が現況２８．

３ｋｍ／ｈから整備後３５．０ｋｍ／ｈへ約２割向上す

る見込みである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．最後に 

（１）継続的な事業の実施 

柏地区における道路見える化計画では、事業実施前

の効果予測を行い、現在事業を実施しているところであ

るが、事業完成後は効果測定を行い、適切にＰＤＣＡサ

イクルを実践していくことが重要である。また、測定結

果は、道路利用者に見えるよう適切に公表していくこと

が必要と考えられる。 

（２）新たな箇所への展開 

今回は、柏地区において先行的に見える化計画を実

践したが、交通安全見える化プランおよび渋滞見える化

プランでは未対策箇所が数多く残っているため、今回の

取組みを足がかりに他の未対策箇所へ展開し、道路見え

る化計画を進めていく必要があると考えられる。 
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バス停車により交通を阻害

バス停車による交通阻害状況

図－８ バスベイ整備イメージ 
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表－１ バスベイ整備予定箇所 

写真－６ 設置状況（第五小学校前）と事業説明看板 

図－９ 交差点改良整備イメージ 
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写真－７ 現在の状況（呼塚交差点） 

バスベイの設置により
交通への影響を軽減
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バス停車による交通の阻害

写真－５ 現況の状況 


